
          第６回 事業所支援チーム実行委員会 

                      日時 令和 4年 9月 2日（金） 

                            午後６時 

                         場所 市役所４階－１ 

 

１ あいさつ 

 

２ 検討事項 

〇実施要綱案、募集要綱案について 

【表彰者を当初の 50 名に変更することついて】 

・選考が難しいというのは主旨がかわってくる。多くの方を表彰してあげたいから変更す

る。という考えならわかる。 

・15 名でと実行委員で決めたのだから、まずは今年度は 15名でやってみるのはどうか。今

年度、行ってみての反省を活かし来年度以降考えていけばよいのではないか。 

・キラリと光った人を対象に 15 名にしようと決めた。該当者を 50 名にした場合キラリと

光るのだろうか。15 名に絞った方がそれだけの頑張り努力があった人を選考できるので

はないか。 

 ⇒15 名のままでいく。 

 

【推薦書について】 

・事業所の理念などの記載が必要。 

例えばこういうところを目標としている。働いているところの背景がわかると推薦され

た人のことをより理解できるのではないか。 

 

【応募方法について】 

・事業所支援チームの専門アドレスを作成する。そこから書類を各事業所のメールアドレス

に添付し周知。 

・専門アドレスの推薦書を送付していただく。 

・募集期間は９月２６日に記者発表があるため翌日から約一ヶ月でどうだろうか。 

 令和４年９月２７日（火）～令和４年１０月２１日（金）くらい 

【要綱中に施設等と関わりがないことの明記について】 

・年度毎で選考委員はかわるので明記無しでよいのではないか。 

 

 

〇表彰者の選考について 

【選考基準・基本ラインについて】 



・「市内の事業所数の１０％相当の人数を表彰する(14～5 人)」という考え方で表彰人

数を決め、各事業所に推薦を依頼する。表彰人数を上回る推薦があった場合は、委員会

で選考する。以下の割合でどうか。 

＊表彰人数 介護８６事業所×０．１＝８．６人 ⇒ 被表彰人数８～９人 

       福祉３０事業所×０．１＝  ３人 ⇒   〃  ３～４人 

     児童１６事業所×０．１＝１．６人 ⇒   〃  ２～３人 

 

〇その他 

・キラリしんしろ☆福祉賞実施要綱、募集要項の実施要綱、募集要項の前に『表彰』をいれ

るとよい。 

・募集要綱に１２月１８日表彰式に出席していただける方が前提ということがわかる記載

を入れる。また、授賞式には個人と事業所の紹介をする旨の記載をいれる。 

 


